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日本語能力試験試験（JLPT）について 

 

海外業務室 荒谷 

 

 皆様、日頃の海外業務室に関わる業務並びにタイ人技能実習生へのご指導誠にありがと

うございます。海外業務室として、日本語能力試験（JLPT）に関して紹介させて頂きます。 

 

日本語能力試験（JLPT：Japanese-Language Proficiency Test）は、日本語を母語としな

い人を対象に、日本語の「読む」「聞く」能力を測るための試験です。年に 2 回、7 月と 12

月に行われ、日本だけでなく、世界各国でも受験することができます。 

 

試験は 5 つのレベルに分かれており、もっとも難しいのが「N1」、もっともやさしいのが

「N5」です。たとえば、N1 では新聞や論文などの複雑な文章を理解できるかが問われ、N5

では日常の簡単な会話や文章を理解できるかを見ます。以下レベル表をご覧ください。 

 

ちなみに柿原の技能実習生（特定技能生）は N4：19 名、N3：8 名、N2：３名が合格し

ております！ 

 N3 は自発的に勉強しないとなかなか合格しません。実習生と会話する中で「お！この子

はだいぶ日本語能力が高いなぁ！」と感じる子はだいたい N3 合格しています。N2 になる

とレベルがググっと上がって一気に難易度が高くなります。日本人の私でも「こっちな気も

するけど正解はどれなの？」ってなる問題がちらほらでてきます。日本語を正しく理解する

力が必要になります。N２合格したヌム、ワーウ、ウィーは本当に努力したのだと思います！

（もう全員帰っちゃいましたが( ；∀；) 



N1 になるとさらにレベルがガガガっと上がって、日本人でもなかなか答えられない問題

もでてきます。N1 問題例がこちら。 

 

 

正解は・・・ 

 

 

 

 

『３』です。 

読解力がないと難しい問題ですよね。他にも四文字熟語やことわざも頻出するようです。

日本人でもなかなか難しいのでは！ 

 

異国の地で働くだけでもすごいのに、さらに外国語を勉強するのはすごく大変なことで

す。そんな中で努力を続け、合格という成果を出している実習生たちは本当に立派です！ 

ぜひ皆さんも、実習生たちにたくさん日本語で話しかけてみてください。話しかけてもら

えることで、実習生の自信にもつながりますし、会話を通じてさらに日本語力も伸びていき

ます。 

私自身も、彼らの姿勢を見習い、日々の関わりをより深めていければと思っております。 


